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内視鏡的経鼻胆嚢ドレナージにドリペネム併用投与が有用であった抗血
栓療法中の重症胆嚢炎の１例

小泉 一也, 河本 徹, 高後 裕
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症例135(1919）(2012,8）

患者：７０歳代，女‘性．

主訴：心嵩部痛，発熱，血圧低下．

現病歴：平成２３年１月下旬，夜間就寝後に心

嵩部痛と発熱が出現し，改善しないため翌日近医

を受診．血液検査，腹部ＣＴにて急‘性胆嚢炎の

診断となり同日入院となった．絶食のうえ，スル

；

内視鏡的経鼻胆雲ドレナージにドリペネム併用投与が

有用であった抗血栓療法中の重症胆雲炎の１例

小泉一也＊河本徹＊高後裕*＊

急性胆嚢炎は主に細菌感染を原因とする炎症性

疾患であるが，重症例では放置すると致死的な経

過をたどることがある．科学的根拠に基づく急性

胆管炎・胆嚢炎のガイドライン（以下ガイドライ

ン）における急性胆嚢炎の診療指針では，重症例

に対して緊急胆嚢摘出術を行うことが推奨されて

いるが，全身状態不良例や外科的高リスク例にお

いては必ずしも安全に手術ができるとは限らず，

そのような場合には重症であっても一時的な胆嚢

ドレナージを考慮することとされている')．現行

のドレナージの主たる方法は経皮経肝胆嚢ドレ

ナージ（PTGBD）であるが，近年増加している

抗血栓療法中の患者においては，緊急手術と同様

にPTGBDも高リスクであり，治療法の選択に

難渋することが多い．今回，抗血栓療法中の重症

胆嚢炎に対して，内視鏡的経鼻胆嚢ドレナージ

(ENGBD）下にカルバペネム系薬剤であるドリペ

ネム（DRPM）を併用投与することで速やかな改

善が得られ，待機的に腹腔鏡下胆嚢摘出術が可能

であった症例を経験したので報告する．

◆症例
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バクタム/セフォペラゾン（SBT/CPZ）による保

存的加療が行われたが，翌日に腹痛の増悪が見ら

れ，血圧低下も出現したため敗血症性ショックの

合併が考えられ，重症胆嚢炎として当科へ緊急転

院となった．

既往歴：陳旧性脳梗塞にて抗血栓薬（ワルフア

リンカリウムおよび硫酸クロピドグレル）を内服中．

入院時現症：体温37.8℃，血圧６４/39ｍｍＨｇ，

脈拍109/分整，右季肋部に圧痛を認める．

入院時ＣＴ（図１Ａ．Ｂ）胆嚢の腫大と内腔の

膜様構造（矢印）を認めた．周囲には周囲脂肪織

の濃度上昇（矢頭）を認めた．

内視鏡的胆道造影およびENGBD（図１Ｃ～Ｅ）

胆嚢管および胆嚢内に結石を示す陰影欠損（点線

矢印）を認めた．経乳頭的に胆嚢内にドレナージ

チューブを留置した．

胆汁培養恥Che沈伽ｃ血Entemcoccusspp・

血液培養陰‘性

臨床経過：前医にて胆嚢炎の診断となり，抗菌

薬（SBT/CPZ）による保存的加療が開始された

が，ショック状態への移行が見られたためドパミ

ン（DOA）を開始のうえ転院となった．当院にて

施行したＣＴでは胆嚢腫大と周囲の脂肪織の濃度

上昇が広範囲に見られ，炎症の広範な波及を伴う

胆嚢炎と診断した．壊痕性胆嚢炎の特異的所見と

される内腔の膜様構造が明瞭であり重症胆嚢炎と

判断されたため，ENGBDを転院当日に施行した．

スコープはJF260V（Olympus）を使用し，２ルー

メンのERCＰカテーテル＠（MTWEndoskopie）

と，軟らかくseeking能力の高い0.035インチの

ラジフオーカスガイドワイヤー⑲（Terumo）を用

いて胆嚢管挿管・造影を行ったところ，胆嚢管お

よび胆嚢内に結石を認め，炎症の原因と考えられ

◆はじめに
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